
子育て・教育 地域経済 福祉・介護

オール甲賀で未来につなぐ！

チャレンジプロジェクト
　子どもたちが、いきいき
と健やかに、 安心して夢
を追いつづけることができ
る「子育て・教育No.1」の
まちとなります。

　域内における消費の拡大
と、域外から稼ぐ仕組みを
つくり、 地域内で「お金」
がまわることで、地域経済
全体へ波及効果を生み出し、
「活気あふれる」まちとなり
ます。

　年齢や場所を問わず、
誰もが住み慣れた地域で
「その人」らしく、いきいき
と暮らすことができる「健
康長寿」のまちとなります。

地域経済

子育て・教育

福祉・介護

高齢者から若者、子どもまで、健康でいきいきと
活躍できる地域をつくるため、３つのテーマに取り組みます。

小中学校施設整備事業　【1億2,665万円】	
水口小学校および希望ケ丘小学校で大規模改造工事を実施します。
また、夏までに全ての学校で空調工事が完了します。

東部学校給食センターアレルギー対策事業　【5,485万円】
給食センターにアレルギー対応調理室を設置します。�  
これにより市内全域のアレルギー対策が進みます。

プレイパーク整備推進モデル事業　【150万円】	
子どもを中心としたコミュニケーションを図るため、区・自治会が
管理する児童遊園等の遊具設置に補助を行います。

特定不妊治療・一般不妊治療・不育症治療費助成事業【555万円】	
これまでの助成事業に加え、一般不妊治療に対する助成を始めます。

ロケーション推進事業　【661万円】	
NHK連続テレビ小説「スカーレット」の放送にあわせた、
ロケーション調整やイベント企画、情報発信を行います。

全国植樹祭事業　【935万円】	
2021年春の全国植樹祭の主会場周辺の間伐整備を�  
実施するとともに、開催地としての情報を発信します。

❹シティセールス推進プロジェクト

❽空きキャパシティ活用プロジェクト
子育て応援・定住促進リフォーム事業�  
� 【5,000万円】

��子育て世帯、高齢者、空き家活用などの�  
リフォームを支援します。

❺新産業特区プロジェクト
茶生産振興対策事業�  
水田園芸作物振興対策事業　【5,270万円】	

茶の値段向上のための肥料や機械設備の支援、�  
また、水田での野菜・果樹などの栽培を促進する�  
ための初期投資費用を支援します。

陶業振興事業　【1億2,150万円】	
まちなか芸術祭の開催に向けたPR事業を展開する�  
とともに、陶芸の森周辺の土地を取得します。

❻女性、若者の活躍・定住プロジェクト
創業支援事業　【60万円】	

新たに設置される（仮称）ビジネスサポート�  
センターと連携し、市内で起業、創業、新事業�  
に挑戦する事業者に対する支援を行います。

コミュニティバス・タクシー運行事業　【2億6,775万円】
甲賀病院への運行便の充実を図るとともに、�  
新たに土山地域でもコミュニティタクシーを導入します。

まちづくり活動センター運営事業　【625万円】
「まちづくり活動センター（まるーむ）」で、市民活動の
相談や団体間の交流をコーディネートします。

健康寿命を延ばそう事業　【444万円】
高齢者の食育教室の開催や健康診査受診率の向上などの
取り組みを新たに進めます。

コミュニティバス無料乗車券交付事業　【2,732万円】
高齢者、障がい者（3級以上）の方に無料乗車券を交付します。�  
これまで80歳以上であった制度を75歳以上に拡大します。（10月開始予定）

私立認定こども園整備事業　【2,000万円】
子どもたちにより良い保育・教育環境を提供するため、�  
伴谷や水口学区での私立認定こども園施設整備等を進めます。

病児・病後児保育事業　【1,007万円】	
市内の医療機関において、未就学児を対象とする病児保育を進めます。

… 新規事業 … 拡充事業

予算に関すること　財政課 財政係　☎69-2124　Fax 63-4561
チャレンジプロジェクトに関すること　政策推進課 オール甲賀推進室　☎69-2106　Fax 63-4554

問合せ

※各事業の項目は、一部を抜粋しています。

●❼甲賀流観光振興プロジェクト
忍者を核とした観光拠点整備事業�  
　　　　　　    【1億2,360万円】
　忍者をコンセプトとする観光拠点�  
　施設の整備工事を行います。

歴史文化都市構築補助事業【2,507万円】	
旅行商品の開発など民間活力を活かした�  
観光振興を進めます。

�地域・世代まるごと包括ケアプロジェクト

❾中山間地域再生プロジェクト

❶生きる力・キャリア教育プロジェクト

❷子育て世代応援プロジェクト

❸保育の 「質」 向上プロジェクト
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